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古代における地方政治の中心的役割を果たした政庁跡（国衝・郡衝）等は

本県においては国分寺跡を除いてその位置は明確にされていません。所在

地の目安となる奈良・平安時代の布目瓦は、県内数ヶ所で出土しています

が、このような遺跡は近年、都市化が進行し未調査のまま滅失する恐れが

あります。そのため、早急に調査を実施し、その所在地、性格、範囲等を

明らかにし、遺跡保護のための基礎資料を得ることを目的として、宮崎県

教育委員会では、昭和63年度から国庫補助を受けて国衛・郡衛・古寺跡

等遺跡詳細分布調査を実施することになりました。

本書は、今回の分布調査の成果を中心にまとめたものであります。初年

度事業でもあり大きな成果は得られませんでしたが、今後の調査研究の基

礎資料として各方面でご活用いただくとともに、保護啓発のための一役と

なることを期待いたします。

1989年3月

宮崎県教育委員会

教育長　　児　玉　郁　夫
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第1章　はじめに

第1節　調査の経緯

古代における地方政治の中心的役割を果たした政庁跡（国衛・郡衛）等は、本県においては

国分寺跡を除いてその位置は明確にされていない。所在地と目安となる奈良・平安時代の布

目瓦は、県内数ヶ所で出土しているが、このような遺跡は近年、都市化が進行し未調査のま

ま滅失する恐れがある。そのため、早急にその所在地等を明らかにし、遺跡保護のための基

礎資料を作成する必要がある。宮崎県教育委員会では、昭和63年度から国庫補助を受けて

国衛・郡衝・古寺跡等遺跡詳細分布調査を実施することとなった。

第2節　調査の概要

調査は、国府推定地や布目瓦出土地周辺の分布調査を中心に、日向国府関連の文献調査、

昭和39年度調査の国分寺跡出土遺物や各地出土の布目瓦等の考古資料の整理をおこなって

いく。また、必要に応じて確認調査を実施し、所在地確認の資料とする。更に、この間に歴

史地理や自然地理の分野からも研究もあわせておこなう計画である。

国府推定地は西都市を中心に5～6箇所あり、布目瓦は国府推定地も含めて現在10数ヶ

所で確認されている。

国府推定地

A　宮崎郡佐土原町大字上田島　B　西都市大字三宅　C　西都市大字右松＼

D　西都市大字妻～別田　E　西都市大字島内

布目瓦出土地

1．西都市大字三宅字国分（国分寺跡）

2．西都市大字右松宇諏訪（国分尼寺跡）

3．西都市大字右松宇寺崎～法元（寺崎遺跡）

4．西都市大字右松宇別田（上妻遺跡）

5．西都市大字三宅字須先（酒元遺跡）

6．西都市大字三宅字尾筋西上（上尾筋遺跡）

7．佐土原町大字東上那珂字新木

8．佐土原町大字東上那珂字下村

9．佐土原町大字東上那珂字江原

10．宮崎市下北方町塚原

11．えびの市大字上江字倉元（法光寺跡）

12．延岡市西階町～大貫町（川辺）

13．宮崎市石神
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第2章　国府研究史

～日向国国府の所在地比定の諸説について～

はじめに

日向国の国府址については、諸説あっていまだに推定の域を越えていない。ここではこれ

までの諸説を整理しながら、今後の国府址調査の参考に資したい。披見に及んだ多くの論稿

も紙数や浅学の故、先学の成果を端折る点も多く、あらかじめ非礼をおわびしておきたい。

なお、国府址に重点をおき関連する国分寺・同尼寺等の論稿は倍するものがあるが、ここ

では省略させていただいた。

1．日向国の成立

古くは南九州全域を日向と呼んでいて、古代律令国家の行政単位としての日向国の成立は、

天武天皇13年（684）～持統天皇10年（696）のころと考えられている柳宏吉「日

向の上代期」宮崎県地方史研究紀要第一輯所収・昭和50年）。その後、大宝2年（702）

に薩摩国が分立し、和銅6年（713）4月3日には「日向国肝杯・贈於・大隅・姶補」の

四郡をさいて、大隅国が置かれたので（続紀）、このとき、日向国は現在の宮崎県域に近い国

域が定まった。「律書残篇」には「日向国禁i監慧宝、介、接、大目、六位以下也」（改

定史籍集覧第27冊　雑類第89所収）とあり、この郡数について坂本太郎氏は、養老5年

（721）4月から天平12年（740）8月までの時期にあたるものであろうと考証され

ている（「律書残篇の一考察」史学雑誌45ノ11、昭和9年）。この五郡は、延長5年（9

27）に完成したという延喜式や延長8年（930）ごろ成立したという倭名頬東砂にみえ

る「臼杵・児湯・那珂・宮崎・諸県」であろう。当然のことながら、日向国には国府がおか

れ、郡には郡衝が置かれたと考えられる。また国府は五郡のうちいずれかの郡内におかれた。

（国府・国衝・府中等の用語については、その意味する所を明確にする必要があるが、ここ

では一応、広義に官衝の施設建物を含めた古代から中世はじめまでの国府域全体の意味に使

用する）

2．日向国の国府の所在地について

古代律令制下の日向国国府の所在地については、江戸時代にはすでに明確でなかったらし

い。その所在地について、今にいたるまでその所在が確定できる考古学上の発掘成果や遺物
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がなく、後に述べるように諸根拠による推定がなされている。諸説を整理してみると、

①現在の西都市内（児湯郡三宅村周辺）

②現在の宮崎郡（旧那珂郡）佐土原町大字上田島付近

③その他の児湯郡内

となり、とくに①に集中しているようにみえる。またその所在地比定には、時代を考慮する

必要があるが、諸説の多くが古代律令制下の所在地比定と思われ、中世まで含めて考えてい

るものは少ない。所在地を比定する場合、時代を限定することは必要なことと考えられる。

また、国府の比定にあたって、その四至境域を比定するところまで及んでいるものは意外に

も数例にすぎず、これもまた今後、大いに検討を要する所であろう。

国府所在地比定の根拠とする所は、

①伝承

②文献

③国分寺・同尼寺・大光寺の所在地

④印鎗神社・総社の所在

⑤「地名」（三宅・大王馬場・囲・府中）

⑥出土遺物（表面採集遺物か）

⑦立地の地形的条件

⑧数少ない「留守所下文」等の古文書の由来

などに拠っており、それらの一つ一つが資料としての批判をも必要とし、いずれもその所在

地を確定するまでにいたっていない。

3．日向国府の所在地推定の諸説

（1）．江戸時代以前の文献

日向国府の所在地について、文献を参照する場合の問題点として、

（丑日向国内の何郡に国府があったか

②現在のどこにあたるか（現地比定）

の2点にしぼられる。　　　　佃）

「倭名類東砂」に「日向国・児湯郡忘宕」、「拾芥抄」に「児湯府」、「日本国郡沿革考」

に「児湯窒震語義孟霊地」（「薩隅目地理纂考」もこれによる）などあるところに拠

って、児湯郡に国府があったとするのが大方である。佐土原とする説も、のち郡域の移動等
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（疑問は多い）によって那珂郡（現在は宮崎郡）となったとしており、児湯郡以外の説は見

あたらない。

次に②の具体的な現地比定となると、先述のように国府の所在を決定づける資料に欠ける。

現地を比定する上で重要な役割を担ってきたのが、

①国分寺・国分尼寺という律令国家の制度の中に位置づけられた寺院の所在地

②印鎗神社の所在地

③日向国総社や大光寺などの所在

である。

日向国分寺は天平13年（741）3月24日から天平勝宝8年（756）年の間に創建

されたとみられ（続紀）、その地が現在の西都市三宅にある五智堂周辺であることは、これま

での諸調査によって疑う所は少ない。今まで使われていない資料であるが、西都市所蔵の享

保6年（1721）鰐口銘文に「日州児湯郡五智山国分寺」、境内の同13年（1728）

の石燈籠二基の銘文に「五智如来宝前五智山国分寺」等からみてもうなずける。文献上から

日向国府の所在地を述べているものは古くは見当らないが江戸後期以降、散見できる。その

一つが、天明8年（1788）から寛政9年（1797）にかけて、日向国分寺に住職とし

て足を留めた木喰行道は「日州兄湯郡府中国分村五智山国分寺隠居」（添点筆者）と記して

いる。又、同地の人児玉実満は文政8年（1825）、「笠狭大略記」の中で「この地（三宅）、

一には府中と唱ふ（中暑）此の三宅の地に於いて府中の名あるも此故なり…（中暑）国分ケ

寺もこの地にあり」と述べ、また大日本史（国郡志）には「三宅。芸三志望（中暑）有国

府雷名及国分寺。」とし、また大宰管内志（日向志）には、国府の所在地について「もし三

宅と云地名あらば、そのあたりにてもあるべし（中暑）国府は今の高鍋の地にあらぬや」と

しながら、「印鎗大明神の地即府中と云、是国府の地なりと重政云へり」と記している。さ

らに国分寺、同尼寺については「国分寺は三宅村にあり…（中暑）尼寺の跡今は詳ならず…」

とし、尼寺については江戸時代に不明であったとしているが唯一、上述の児玉実満が作成し

た「日向国神代の絵図」に「尼寺古迩」とあげ、そのほかにも「大王馬場邑」「印鎗神社

御社地都濃と称す」とみえるのは注目される。

以上、江戸時代の後期に天領であった国分集落のある児湯郡三宅村の地に「府中」の呼称

があったことを示しており、そこに「国府」の所在が考えられていたと思われる。

国府の所在地をめぐって「三宅」という地名が「屯倉」に関連するものとして、大和朝廷

による日向支配の中心的な地として注目され、倭名紗の郷名、建久8年日向国図田帳写の郷
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名等とあわせて検討されて、明治時代のはじめまではほぼ、この三宅村を中心に国府の所在

地が考えられていた。

（2）．明治以降昭和20年までの諸説

明治30年代に入り、中村徳五郎は宮崎県史の編さんに着手したが、その稿は県民が目に

することはなく、「宮崎県史稿本」（宮崎県古公文書）として今に残る。それによれば国府に

ついて次のように述べている。

「（国府）児湯郡三宅村三宅神社ノ南数町ニシテ其址ヲ存ス」「（国分寺）三宅神社ノ東北約

四町二当り、其境域東西三町南北二町飴ニシテ今尚ホ寺址アリ、古瓦ヲ出ス、尼寺ハ僧寺

ノ北約六町二苦り通称尼寺坂ノ上ニアリテ其境域ハ凡方二町ナリ」「今国分寺ノ南二印鎗

神禍アリ、下穂北村大字三宅二属シ社地ハ字ヲ都野又ハ府中ト称ス」（下穂北村は明治2

2年成立）としている。ここで国府址を示すとともに、国分寺・同尼寺址についてはその境

域をも示している。また印鎗神社の社地の字名が「都野」「府中」と称していることをあげ

ているのが注目される。また新たに三宅神社を基点に府址・寺址をあげていることも見逃が

せない。

明治35年（1902）「宮崎新報」は、日向国府は「国分寺址から南に四町許の地」

（「考古界第二篇第一号」）で字国府とし、また国分寺については、五智堂のある児湯郡下穂

北村三宅の地としている。

大正14年（1925）には「児湯郡郷土誌」（児湯郡教育会）と「史蹟調査報告　第四

輯　児湯郡」（宮崎県）が出版された。前者は、国府址としてノ「国分寺の西数町大王馬場を

隔て其址あり。今荒廃して畑地と化し、何等の遺物なし。国府は国司の政庁にして（以下暑）」

としているが「大王馬場」の地名を新たにあげていて、この大王馬場は、三宅神社の「前面

の康小路を大王馬場と称す」としていることが注目される。国分寺址と国分尼寺址について

は「国分寺と国分尼寺とは国府を中間にして反対の方向に建立せらる1を通則とするに徹す

れば、二寺址は該当せざる点ありと錐、そは地勢上止むを得ざりしものならんか。」として

いて、印鎗神社については「国府址より南約三町の所にあり、大己貴命を奉祀す。成務朝の

建立にして社内に鎗及量を蔵む。蓋し国府屯倉の廃絶に際し特に社を建てて之を蔵めたるも

のなりといふ」と述べ、国府址の比定に関連する諸事項について広くふれており、以後の諸

説に大きな影響をもったと思われる。しかしながら、以後の国府址の記載については少なか
●　　°　　°

らず混乱がみられる。国分寺址について「妻町大字三宅、国府の跡を距る北に約四町の台地」
°　　°

（史蹟調査報告第4輯）とあるかと思えば「国府は僧寺（国分寺）の南方約人町、現印鎗神
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社附近と見られ、尼寺は僧寺の西方約六町に在」（「史蹟調査報告」第五韓、昭和5年　宮

崎県）などである。距離にかなりの差違がある。「史蹟調査報告」第五韓では「兄湯駅を妻

町に求めんとせんか」としている。

「日向の伝説と史蹟」（宮崎県　昭和8年）は「国府址」について「国分寺の南八町許、

三宅大王馬場の一畑地であると侍へている。礎石其他遺蹟の徴すべきものがなく、僅に布目
（ます）（とかぎ）

瓦の出土を見るのみであるが、附近を府中といひ又数町の所に印諭神社があり、升及斗堕を
カコイ

神体とし址域を国と称して居り、之を諸国の例、国分寺は国府に近く（中暑）侍ふる儀に暫

く此虞と推定する」とし、また「日向国分寺の研究～附日向国府の所在」（中尾博　昭和1

2年）等も大暑、児湯郡郷土誌の説に従っている。「日向国史」（喜田貞吉　昭和18年）に

は「一説に佐土原を以て之に擬すれども…到底是認し難かるべし」としている。国府址を佐

土原とするものに「薩隅日地理纂考」「日本地理志料」があり、いずれも明治30年代に上

梓されている。

（3）．昭和30年以降の諸説

昭和30年代に入ると、国府に関連する国分寺址の発掘調査が行なわれるなど新しい展開

を見せる（「日向遺蹟総合調査報告3」宮崎県　昭和38年）。日高次書氏は「西都の歴史」

（西都市　昭和51年）の中で「児湯郡に国府が定められたのであるが、その地が大字三宅

のうちの西都原周辺であったろうことには大体定説があるようである。三宅の（中暑）“日

向国府跡，，の指定地となっているあたりから、それほどずれていない一定地にもうけられた

ものであろう（中暑）国府の近くにはそのくにの主な神社を集めて祀る総社というのが設け

られ（中暑）日向の総社は都萬宮であるとったえている。なお国司の用いる国印や文印、そ

の使用する鍵（鎗）などをおさめた院倉が神格化したとみえる印鎗神社というのが大字三宅

にあとをのこしているが、この神社は三宅の内ではあるが別な場所から移転したものだそう

である」としていて、日向の総社を都萬宮とし、また印鎗神社が移動したことを指摘してい

る。総社を都萬宮とするか三宅神社とするかはこれ以後の国府所在地の比定に影響するもの

と思われる。また日高次書氏は、早くから、大光寺所蔵文書に目をつけられ、南北朝前後の

「留守所」の所在を大光寺周辺の上田島地方にあったのではないかと考えておられた。「西

都の歴史」の中でも、「補注」として「日向国府の所在地も近来学者によって色々の角度か

ら研究され、三宅に国府がおかれたという想定はうすぼんやりとしてきているが、いまは在

来の説によることにする」と述べられ、三宅を中心とした従来の説に対して新しい見解が生

まれてきつつあることを示唆されている。
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それは昭和35年以降、次々と発表された藤岡謙二郎氏・木下良氏ら歴史地理学的立場か

らの研究成果による見解である。その中で、従来の三宅を中心とする境域比定に対し同じ西

都市周辺でも、藤岡氏は「妻町及び右松」周辺を主とする境域を推定され、また木下氏は

「西都原古墳群と日向国府」（昭和47年）以後、積極的な見解を示されている。それによ

ると、一国の国府・国庁・国衝・府中という用語について、律令制が典型的に施行された8、

9世紀頃には国府・国庁と呼ばれ、律令制が崩壊し、地方行政も変質していく10世紀以降

に国衛、さらに中世に入ってから府中の語が多用されるようになるので、研究上の概念とし

ては8、9世紀の律令国家時代の国府・国庁と10世紀以降の王朝国家時代の国衝とを区別

すべきであること、府中はさらに後世の用語であることを指摘され　さらに国府・国衝・府

中の所在地については、別地へ移転されたことも考えるべきであること、また関連施設の変

化、つまり律令国家と仏教寺院、王朝国家における神社の関係、11世紀後半以後の総社や

一の宮をも考えるべきであることを指摘されている（歴史新書「国府　その変遷を主にして」

教育社　1988年　25頁～26頁）。

以上のような立場に立って、木下氏は、①西都市妻・勿旺日（児湯郡）に国府を、②西都市

三宅に国衛を、③宮崎郡佐土原町田島に府中を比定しておられる。その拠るべき関係事項と

して①は「古辞書郡名、古瓦出土、都万神社」、②には「印鎗社、本来は児湯郡家の地か（郡

印伝来）」、③には「『色菓字類抄』「那珂府、大光寺」をあげておられる（同上書334頁）。

木下氏の説には十分傾聴すべき点が多いが、まだ、それぞれの地をその説に応じた形で認

めるには検討すべき点が多いように思われる。例えば①数カ所の比定地を考える場合、一ヶ

所ごとの所在確認とともに前後の時代順を考えるに何によるか、②郡衛との関係、例えば児

湯郡家を都萬神社周辺と考えられないか、③現在の印鎗社を創建以来の地とみてよいか、④

総社を三宅（覆野）神社とするものと都萬神社とするものがある、など検討を要する事項も

多い。

おわリに

以上、日向国府の所在地を比定する論考を紹介してきたが、くりかえし述べてきたように、

決定すべき資料に乏しく、その点では考古学上の調査の成果がまたれる。一方文献上でも、

今後さらにいろいろの角度から考察すべきことが多い。例えば、上田純一氏が「日向大光寺

考～中世地方禅院の一断面」（「金沢文庫研究」第279号　1987年）の中で説かれてい

る大光寺末寺東禅寺での大般若経会、吉祥悔過会のような国家的宗教行事が行なわれること
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の意味を、大光寺所蔵文書に同寺創建以前の日向留守所に関する文書が含まれていることな
痛

どとあわせて考える必要があろう。また三宅（覆野）神社の祭礼にもその「御祭礼日定」に

よれば8月18日「天神地神祭礼」として「放生合ノ大御供」があり、この祭りは後には

「国家安穏祭」とよばれる祭礼が行なわれたことが由緒に記されている。また日向国園田帳

写にみえる荘園領主妻万宮領が清水社、江田社、高千穂社、福野宮の社領及神田から成立っ

ていることの意味、同様に花蔵院領の国分寺・法元寺尼寺・安寧寺の寺田と寺名、とくに法

元寺と安寧寺の存在などにも注目する必要があろう。さらには同園田帳や大光寺の留守所関

係文書にみえる在庁官人の官位と名は在庁官人の本拠地とも関連して国府の所在地とも大い

に関係があるのではなかろうか。

参考文献

1．木喰行道「四国堂心鏡」1797（寛政9）

2．児玉実満「笠狭大略記」1825（文政8）

3．星野葛山「日本国郡沿革考三西海道」（文政年間）

4．伊藤常足「大宰管内誌（日向志）」

5．（水戸藩）「大日本史（国郡志）」

6．鹿児島県私立教育会「薩隅日地理纂考」1898（明治31）

7．中村徳五郎「宮崎県史稿本」1900～05（明治33～38）

8．（宮崎新報）「日向国府の遺跡」『考古界第2篇第1号』1902（明治35）

9．都岡良弼「日本地理志料」1903（明治36）

10．児湯郡教育会「児湯郡郷土誌」1925（大正14）

11．宮崎県「史蹟調査報告　第4輯　児湯郡」1925（大正14）

12．宮崎県「史蹟調査報告　第5輯　児湯郡」1930（昭和5）

13．宮崎県「国府跡」『日向の伝説と史蹟』1933（昭和8）
し

14．中尾博「日向国分寺の研究附日向国府の所在」妻小学校1937（昭和12）

15．日高正晴「日向国府及び国府所在地の考歪」『をかたま第16号』宮崎商業学校学友会

1938（昭和13）

16．喜田貞吉「日向国史　上巻」1943（昭和18）
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17．日高重孝「日向文化史（中世以前）」宮崎県社会教育課1950（昭和25）

18．松本昭「宮崎県　日向国分寺」『日本考古学年報1』1951（昭和26）

19．松尾宇一「日向国府の址」『日向郷土事典』1954（昭和29）

20．三好利八「日向国府址の研究」『国学院雑誌61－1』1960（昭和35）

21．藤岡謙二郎「地方都市としての国府の歴史地理歴史地理的研究」『都市と交通路の

歴史地理学的研究』大明堂1960（昭和35）

22．内藤政恒「国分寺についての問題点」『玉川通信第113号』1962（昭和37）

23．鏡山猛「日向国分寺跡」『日向遺跡総合調査報告3』宮崎県教育委員会1963

（昭和38）

24．石川恒太郎「国衝跡」『宮崎県の考古学』吉川弘文館1963（昭和43）

25．藤岡謙二郎「日向・大隅・薩摩の各国府」『「国府」日本歴史叢書25』吉川

弘文館1969（昭和44）

26．日高次書「日向の国府」『宮崎県の歴史』山川出版社1970（昭和45）

27．木下良「西都原古墳群と日向国府」『地形図に歴史を読む4』大明堂1972

（昭和47）

28．木下良「印鎗神社について」『史元17』史元会1973（昭和48）

29．藤岡謙二郎「古代日向の地域的中心と交通路」『地理学評論46－10』1973

（昭和48）

30．木下良「日向国府の変遷」『人文研究60』神奈川大学人文学会1974（昭和49）

31．日高次書「日向の国衛と児湯の郡家」『西都の歴史』西都市1976（昭和51）

32．木原武雄「日向国府」『大宰府管内国府の研究』日本学術振興会1982（昭和57）

33．日野尚志「西海道の国府　日向国府」『大宰府古文化論叢上』吉川弘文館1983

（昭和58）

34．「日本史総覧1古代・考古」新人物往来社1983（昭和58）

35．平野邦雄「こくふ国府」『国史大辞典5　け～こほ』吉川弘文館1985（昭和58）

36．木下良「国府　その変遷を主にして」『歴史新書』教育社1988（昭和63）
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第3章　分布調査の結果

第1節．西都市所在の遺跡

西都市は国府推定地をはじめ、日向国分寺跡や国分尼寺推定地などの古寺跡もあり、布目

瓦が各地で出土している。
（1）

1は日向国分寺跡で昭和36年に宮崎県教育委員会が確認調査を行い多量の瓦が出土した。

西都原古墳群の所在する西都原台地の南端に位置し西都原台地より30m低位の国分台地に

立地する。北方600mに国分尼寺推定地があり、南方600mには印鎗神社があり国府推

定地（B）とされている。国分寺跡調査で出土した瓦のうち、軒丸瓦は軒丸瓦単弁八弁蓮華

文軒丸瓦、単弁蓮華文軒丸瓦、複弁八弁蓮華文軒丸瓦、単弁十弁軒丸瓦、単弁七弁蓮華文軒

丸瓦などがみられる。軒丸瓦は、均正唐草文軒平瓦や唐草文軒平瓦がみられる。平瓦は縄目

叩文のものが主体をなしている。表面が布目で裏面が縦方向（第3図1～3）か横方向（同

5）の細かい縄目の叩文のもの、同じく表面が布目で裏面が横方向に粗く切れ切れになる、

縄目叩文を施しているもの（同6）、さらには裏面が粗い縄目の叩文で表面は布目のうえに粗

い縄目の叩文を施してある両面縄目叩文のもの（同7～9）も見られる点に特徴がある。また、

格子叩文（同4）や平行条線叩文のものも少し見られる。

報告の中では、蓮華文単弁八弁で中房に13顆を1－4－8と十字形に並べ周縁に16珠

文を配した軒丸瓦と中央から左右に流れる波行の強い均正唐草文を内区に、外縁に23の珠

文を配した軒丸瓦が創建時の瓦と見ている。また、単弁十四弁か十弁で蓮子7顆を配した軒

丸瓦と均正唐草文でやや波行が弱く唐草の伸びた軒丸瓦を平安期の瓦、単弁七～八弁で中房

に蓮子を欠く軒丸瓦を鎌倉期の瓦としている。資料は県総合博物館と西都原資料館等に収蔵
（2）

されている。

2は国分尼寺跡推定地である。西都原台地の東に一段低く突き出した南北0．3km、東

西0．2kmの台地に立地する。妻高校の校舎建設の際に多量の瓦片が出土している。現在、

妻高社会科資料室に収蔵されているが、未整理の状態で収蔵されているうえに、周辺地区の

表採資料と混在しており、出土地不明のものも多く詳細については不明である。出土地が明

確な資料の中には“パパ池’’“商科前古墳’’“生物教室”“グランド’’‘‘第2グランド’’銘の注

記の平瓦、丸瓦片も含まれており国分尼寺関連の資料と思われる。特徴としては縄目文や格

子文の叩文の平瓦が多く見られる。

なお、今回の諏訪遺跡の確認調査でも奈良～平安期の平瓦片数点が出土しており、詳細に
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第2図　位置図1（西都市）
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ついては第4章に記載してある。
（3）

国府推定地（C）は寺崎から法元にかけての地区で西都原台地の東下に続く中間台地にあ

たる。台地東縁辺部に都万神社があり、台地の下には調殿社がある。

3は都万神社西方の寺崎地区で、横切れの粗い縄目文の叩文の平瓦等が出土している。

4は都万神社の北に隣接する上妻遺跡で昭和60年に西都市教育委員会が実施した遺跡詳

細分布調査の際に平瓦片を表採している。

5は児湯郡印の出土した酒元地区にあたり、昭和63年に西都市教育委員会が発掘調査し

た酒元遺跡でも平瓦片が出土している。

6は推定地（B）の三宅地区にあたり、昭和63年に西都市教育委員会が行った上尾筋遺

跡の試掘調査で瓦片が出土している。

国府推定地のうち（D）は右松地区で日向国分車の東約1Kmの一ッ瀬川右岸に広がる沖

積平野部に位置する地区である。旧国鉄妻線の東側にあたる。北に下妻神社、南東に羽夢社

がある。布目瓦は現在のところ確認されていない。

現在、各遺跡の周辺は市在地に所在しているため宅地化が急速に進行している。右松地区

では数年前から区画整理事業が進められており、寺崎地区でも区画整理の計画があることな

どから早急に開発に対する対応が必要である。

（1）「日向国分寺跡」『日向遺跡総合調査報告3』宮崎県教育委員会1963

（2）茂山護「日向国分寺跡」『九州古瓦図録』柏書房1981

（3）国府推定地については下記の文献の他、第2章の参考文献から引用した。

共同研究「古代の国府の研究」国立歴史民俗博物館研究報告第10集国立歴史民俗博物館1986

木下良「西都原古墳群と日向国府」『地形図に歴史を読む4』大明堂1972

第2節．佐土原町所在の遺跡

『延喜式』の日向十六駅のうち「当麻駅」に比定されている所が那珂郡田島郷つまり現在

の上田島にあたると言われている。その佐土原町大字上田島に国府推定地（A）がある。一

ッ瀬川支流の三財川と南に広がる丘陵とに挟まれた狭い沖積平野に位置する。西には佐土原

城跡が、東には大光寺が立地する。しかし、推定地内での布目瓦の採集は現在のところない。

周辺地区のうち一部地区は旧佐土原の市街地に含まれるため開発への対策が必要である。

布目瓦は国府推定地の1～2Km南の東上那珂字下村地区（8）、江原地区（9）、新木地
（4）

区（6）の各地区で採集されている。現在、遺物は西都原資料館に保管されている。
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新

田

A．上田島（国府推定地）　7・新木　8・江原　9・下村（7～9布目瓦出土地～推定）
b．窯跡？　b～e．古窯跡群の分布する可能性のある範囲

第6図　位置図2（佐土原町）
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下村地区では“水源地’’から格子目叩文や縄目文の平瓦が多く採集されており、粕のかか

った瓦片も見られることから瓦窯跡とも言われている。江原地区でも縄目文や格子目叩文の

平瓦が採集されている。また、合わせて須恵器、土師器も出土している。新木地区でも縄目

文や格子目叩文の平瓦が採集されている。

3地区とも詳細については確認されていないが、日向国分寺出土の平瓦と類する瓦もみられ

ることから、瓦窯跡の可能性が十分考えられる。また、周辺地区でも平等寺や久峰観音周辺で
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第7図　布目瓦実測図および拓影4（佐土原町出土）
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窯跡が確認されているのをはじめ、佐土原中学校西側の丘陵でも窯跡らしい遺跡が発見され

ている。久峰観音～新木～江原～下村にかけての下田島西上那珂の丘陵、平等寺～下村にか

けての西上那珂の丘陵、さらに、久保土～野久尾にかけての上田島の丘陵には瓦窯や須恵窯

の大古窯跡群の立地が考えられる。

（4）茂山護「日向国分寺跡」『九州古瓦図録』柏書房1981

第3節．宮崎市所在の遺跡

宮崎市内では「江田駅」が『延喜式』の日向十六駅のひとつとしてある。現在の住吉江田

にあたり武内社の江田神社がある。布目瓦出土地としてはその西方約5kmに位置する下北

方町塚原地区（10）がある。大淀川左岸の下北台地上に位置し、周辺には地下式横穴墓を

有する下北方古墳群が分布する。景清廟周辺の畑地で採集されており、昭和59年に水道工

事の際にも出土しており、現在、宮崎市教育委員会で保管している。周辺地区は宅地化が進

んでおり対策が急がれる。
（5）

また、江田神社近くの石神周辺でも（13）布目瓦出土の記録があるが、詳細は不明である。

（5）石川恒太郎「宮崎県の考古学」吉川弘文館1968

大

l：50，000　宮　崎 10．下北方町塚原（景清廟周辺）
13．石神（布目瓦出土地）

第8図　位置図（宮崎市）
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第4節．えびの市所在の遺跡
まさき

『延喜式』の駅としては「真稀駅」がある。

布目瓦の出土地としてはえびの市大字上江の法　巴

光寺跡がある。法光寺跡は川内川の左岸に位置

し、支流の池島川とに挟まれた河岸段丘上の遺

跡である。昭和60年にえびの市教育委員会が
（6）

遺跡詳細分布調査に伴う試掘調査を実施し10

世紀前半に比定される高台付塊や土師器坪とと

もに縄目叩文の布目瓦片が出土している。遺構

としては柱穴と清状遺構が検出されている。現

在周辺には田園地帯が広がっており将来圃場整

備事業が計画されている。

（6）「えびの市遺跡詳細分布調査報告書」えびの市教
育委員会1985

＿く±二二：つ

l‥50，000　カロ久藤
11法光寺跡遺跡（布目瓦出土地）

第9図　位置図4（えびの市）

、⊂：＝〕

聖二＝＝コ′
第10図　布目瓦実測図および拓影5（法光寺跡出土）

－19－

0　　　　　　　　　　　　　　1tk■

l



第5節　延岡市所在の遺跡

『延喜式』の駅としては「川辺駅」がある。

瓦出土地として、昭和5年7月刊の『南方村

郷土史』の「川辺の駅跡」の項で瓦の破片な

ど多数発掘されたとの記載がある。現在の西

階町から大貫町にかけての地区で西階運動公

園西測の金堂ケ池周辺と推測される。当時の

出土品や遺跡の詳細については不明であるが、

元禄年間から武家屋敷があったことから出土

瓦がいつの時期の瓦であるか疑問が残る。現

在周辺は西階運動公園として造成されており

現存の可能性は薄いと思われる。 l：50，000　延　岡
12延岡市川辺（現在、大貫町～西階町）〈瓦出土地〉

第11図　位置図5（延岡市）

第6節　まとめ

今回の分布調査では、これまでに布目瓦が出土したことのある箇所や採集された箇所を中

心に踏査し、また、資料の収集ならびに調査をおこなった。国府推定地では布目瓦等の採集

はできなかったが、印鎗神社から国分寺にかけての地域と寺崎から都万神社にかけての地域

で関連する時期の遺物を数点採集しておりこれらの地域を中心にこれからの調査を進めてい

くべきであろう。佐土原地区では国分寺出土の瓦や寺崎周辺で採集された瓦と同系統の瓦を

出土する窯跡の分布が想定されることから、瓦窯跡群の調査を進めていくべきと思われる。

延岡地区の川辺は唯一の郡衝推定地であるが既に造成されており究明は非常に困難な状況

である。また、宮崎地区の下北方塚原、えびの市法光寺跡では関連時期の遺物も採集されて

おり古寺跡等の可能性が十分考えられる。

なお、今回の調査にあたっては、布目瓦出土地等について甲斐常美、緒方書信、蓑方政幾、

野間重孝、茂山護、田中茂、伊東但の各氏に御教示いただいた。記して感謝する。
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第4章　諏訪遺跡（国分尼寺跡推定地）の調査

第1節　調査方法と経過

初年度の確認調査は国分尼寺跡推定地である諏訪遺跡（妻高校校庭遺跡）で、平成元年1

月26日から2月13日までの間おこなった。所在地は西都市大字右松2330番地である。

妻高校校庭は国分尼寺の所在地として以前よる伝承があり、大正年間の妻中学校建設時や

図書館建設の際にも多量の瓦が出土している。学校の社会科資料室にも多量の瓦片が収蔵さ

れているが周辺遺跡の表採資料と区別がつかず詳細については不明である。

今回の確認調査は正門の南にある植え込みを調査区とした。この地点は多量の瓦片が出土

した図書館の東にあたり近くには国分尼寺跡の石碑（大正年間に建立）がある。地形的には

台地の東縁辺部に位置し、国分尼寺の推定域の東端にあたる。

調査は区域内に樹木が多く植えられているため、あらかじめトレンチを入れる箇所を選定

し、それに合うようにほぼ南北方向に5mグリッドを組むための杭打ちを行った。トレンチ

は2×4mの規模を基準として南北方向に5箇所、植木の関係から北西～南東方向に1本入

れて調査した。

第2節　調査概要

調査区の北側（第1、3、4トレンチ）では、

旧校舎の敷地にあたりコンクリートの残骸や基

礎が見られた。遺物等の出土は無かった。

第1トレンチではコンクリート残骸が多く、

撹乱、掘削が著しい。

第3トレンチではコンクリート基礎が確認さ

れた。しかし、基礎と基礎の間は基盤層が良好コ

な状態で残る。また、コンクリート基礎の下で

旧校舎の物とは異なる基礎風の土層を断面で確

認した。

第4トレンチではコンクリート残骸を確認し

たが、それより下位は掘り下げなかった。

調査区の南側（第2、5、6トレンチ）では、

0　　　　　　　　　　　　　50m

第12図　諏訪遺跡調査区位置図
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第13図　諏訪遺跡トレンチ配置図
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柱穴等の遺構と瓦片、土師器片、須恵器片等の遺物が検出した。土層は、表土及び学校造成

時の埋め土～近世時？の盛り土～黒色土～アカホヤ層の順となっているが、どのトレンチも

アカホヤ上面まで削平されている。柱穴の埋土は黒色土である。また、近世時？の埋め土か

らは土器の小片や布目瓦が出土する。

第2トレンチでは南側の東西トレンチからは約20本の柱穴を検出した。北側の南北トレ

ンチからは溝状遺構を検出した。また、その上面は、帯幅で硬化面（道？）となっている。

また、清の窪みを中心に遺物（瓦片、土師器片、須恵器片、布痕土器片、陶磁器片、焼礫等）

が出土した。

第5トレンチでは柱穴2本を検出した。また、中央部で楕円状に硬化面となっている部分

が確認された。この硬化面はアカホヤ上面の黒色土にあり、約5cmの厚みを測る。硬化面

中には土器片が混入する。

第6トレンチでは柱穴15本を検出したが、第2トレンチ同様に建物跡は検出できなかっ

た。

第3節　層序

基本層序はA層（表土～コンクリート片・砂利を含む盛り土層）－B層（黒褐色土の2次

堆積土層）－1層（黒色土層）－2層（アカホヤ火山灰層）－3層（暗褐色硬質土層）とな

る。A・B層は2次堆積層、1～3層は自然層である。特に、第2トレンチ、第6トレンチ

ではアカホヤ層まで削平されており、その上に約1．5mほどB層が堆積している。このB層

同じ第2トレンチで検出された近世の溝状遺構がB層の下位から掘り込んであることから、

近世以降に2次堆積した層である。多くの遺物はB層上層から出土している。

第4節　遺構と遺物

1．遺構

調査区南側を中心として柱穴群を検出した。トレンチ幅が狭いため建物跡を検出するまで

には至らなかったが、しっかりとした柱穴も何本か見られることから建物跡の可能性も考え

られる。しかし、国分尼寺関連の遺構を裏付けるだけの資料は得られなかった。第5トレン

チで検出された硬化面は、自然層の黒色層を硬化面にしており注意を要する遺構と思われる

が、硬化面中に須恵器、土師器の破片が見られた事など不明な点も多い。また、第3トレン

チで検出の基壇状の土層についても一考必要と思われる。
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u

第2トレンチ東西区南壁セクション

A層　表土～コンクリート砂利混ざりの埋め土
（近年の埋め土）

B層　黒褐色土層（近年以降の埋め土）
Bl層　アカホヤ細粒を含む（土器細片が混ざる）
B2層　アカホヤ細粒をあまり含まない
B3層　粘質土
ー　I層　　黒褐色土層

Ⅱ層　　アカホヤ層
Ⅱ〝層　アカホヤ混じりの黒褐色土層
Ⅲ層　　暗褐色硬質土層

第6トレンチ南壁セクション　　　　Ⅳ層　暗褐色土層（やや軟質）

b　′

1層　黒褐色土層アカホヤ細粒の混在の比率が大きい層
2層　黒褐色土層アカホヤブロックが多く混ざる層
3層　黒褐色土層硬質土の層
4層　黒褐色土層アカホヤ大ブロックが多く混ざる層
5層　黒褐色土層アカホヤの混在がない層

第2トレンチ南北区東壁セクション

d′　　　　　　　　　　　d〝

コンクリート基礎

6層　黒色土層　B層より黒味がかる層
7層　黒褐色土層　6層より明るい層
8層　黄褐色粘質土層
9層　黒色土層　硬質土の層
10層　黒色土層　6層より黒味がかる層

ア層　暗褐色硬質土層

イ層　アカホヤ大ブロック層

り層　褐色硬質土層

工層　暗褐色軟質土層

オ層　アカホヤ大ブロック層

力層　暗褐色軟質土層

カ

第3トレンチ西壁セクション（一部）・北壁セクション（一部）

Ⅱ

第5トレンチ北壁セクション南壁セクション

第1トレンチ北壁セクション
2　　　　　　　　　　　　　　　4m

第14図　諏訪遺跡土層断面図
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第2トレンチで検出された帯状遺構や硬化面は遺物や埋土の状態などから近世以降の時期

のものと思われる。硬化面は近世以降の諏訪の台地へ上がる‘‘道’’と思われる。

2．遺物

出土した遺物の大半は第2トレンチ・第6トレンチのB層上層中からのものである。内容

は古代の時期のものとしては瓦片12点、土師器片約320点、須恵器片約30点、布痕土

器片4点があげられる。また、近世以降の染め付けも数点見られる。

瓦片は平瓦のみが出土しており、縄目叩文が主体をなしている。縦方向の細かな縄目叩き

（第16図9）、横方向の粗い縄目叩き（同1．4．5）、表面と裏面の両面に横方向の粗い縄

目叩き（同7）のものが見られる。また、格子叩きのもの（同3）などが見られる。器厚は

全体的に薄い。須恵質で焼成も良好な瓦も見られる。

土師器は高台付の椀やヘラ切り底の杯が見られる。

須恵器は格子叩文を施した嚢の胴部片、焼成の悪い杯身片、僅かに返りを持つ坪蓋片が出

土している。

第6トレンチ

ノ　・・．・

第5トレンチ

第2トレンチ東西区

第15図　諏訪遺跡検出遺構実測図（SEは溝状遺構）
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第16図　諏訪遺跡出土布目瓦実測図および拓影
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第5節　まとめ

今回の調査では、奈良～平安期のものと思われる布目瓦が出土したが、出土層が2次堆積

のため、西側の台地中央部からの流れこみと思われる。また、検出された柱穴群も粗雑な柱

穴が多く国分尼寺関連の建物跡のものとは言い難い。中世期以降の遺構と思われる。

〒t二男12」鰯15

＼し上♂t L由15と∃』16

＼」∠て7＼＼＿」三当8　車9

＼J雪。＼＼⊥雪1♂2ぐつ＋戎3

26 27

0　　　　　　　　　　　　　10cm

L＿llllr　　　＿；

第17図　諏訪遺跡出土土器実測図および拓影

－27－



表1　諏訪遺跡出土布目瓦観察表

図面

番号

遺物

番号
種 類 凸　 面　 施　 文 凹　 面　 施　 文

残　 存　 規 模

たて × よこ亡鯛

厚　 さ

cm
胎　　　　 土

色　　　　 調
焼　 成 備　　 考

凸　 面 l 凹　 面

16 1 平瓦 粗 い縄 目 タタ キ 布 目 7．0 ×10 ．5 2 ．8 1 m m 前後 の臼 ・灰の粒を含む 灰黄 （2 ．5 Y 7 ／ 2 ） 良好

／／ 2　‾ J／ ナ チ ？ 布 目 10 ．2 ×8 ．0 2 ．1 1 m m 前後 の灰 ・茶の粒を含む 灰 白 （2 ．5G Y 8 ／ 1 ） や や 不良

JJ 3 ／／ 格子 タタ キ ？ 布 目 5 ．4 ×7 ．3 1 ．9 1 － 2 m m の茶 ・男の粒を含む 浅 黄本 堂 （10 Y R 8 ／ 3 ） や や 不良

1／ 4 ／J 布 目 4 ．6 ×5 ．0 1 ．5 1 － 2 m m の 茶の 粒 を含 む 浅黄 （2 ．5 Y 7 ／ 3 ） 良 好

／／ 5 ／／ 少 し粗 い縄 目 タ タキ 布 目 8 ．5 ×4 ．2 1 ．4
l二1 ・茶 ・黒 の 1 m m 大 の粒 を

含 む
灰 臼 （7 ．5 Y 7 ／ 1 ） 良好

／／ 6 ／／ 平 行 タタ キ 2．8 ×4 ．8 1 ．8 茶 ・臼の細 粒 を含 む にぷ い 黄橙 （10 Y R 5 ／ 3 ） 良好

／／ ‘7 ／／ 粗 い縄 目 タ タキ 布 目→ 粗 い縄 目 タタ キ 9．6 ×11 ．2 1 ．9 堅緻 灰 （5 Y 5 ／ 1 ） 良好
側面 に 自然 軸が

か か る。

Jl 8 JJ タ テの へ ラケ ズ リ ？ 7 ．2 ×7 ．9 1 ．7
1 m m 前 後の 茶 ・灰 色 の粒 を

含 む
浅 黄 （12 ．5 Y 7 ／ 3 ） や や不 良

JJ 9 JJ 細か い 縄 目タ タキ 布 目 9 ．1 ×12 ．6 2 ．2 聖教 灰 色 （10Y 8 ／ 1 ） 良好

／／ 10 J／ 少 し粗 い縄 目タ タキ 布 目 7 ．2 ×5 ．9 2 ．5 茶 ・灰 の細 粒 を含 む 浅黄 （2 ．5 Y 7 ／ 3 ） や や 不良

表2　諏訪遺跡出土土器観察表

図 面

番 号

遺 物

番 号

券　　 種 芳　 郎

文　 様　 お　 よ　 び　 調　 整

胎　　　　　　 二L

色　　　　　　 調

焼 成 備　　 考

外　　 面 内　　 面 外　　 面 内　　 面

17 1 1 土 師 器 高 台 付 塙 日 録 部 ～ 底 部 ヨ コ ナ デ ヨ コ ナ デ 1 m m 前 後 の 茶 ・晃 の 粒 を 含 む
橙

（5 Y R 7 ／ 6 ）

橙

（7 ．5 Y R 7 ／ 6 ）
良 好 推 定 ‖ 径 約 12 ．1 c m

／／ 1 2 ／J
底 部

－ －
1 － 2 m m の 灰 、 茶 の 粒 を 多 く含 む

橿

（5 Y R 6 ／ 8 ）

億

（5 Y R 6 ／ 8 ）
／／ 推 定 底 径 約 7 ．6 c m

JJ 1 3 Jl J l ヨ コ ナ デ ヨ コ ナ デ 1 m m 前 後 の う す 茶 、 白 の 粒 を 含 む 浅 黄 橙 （10 Y R 8 ／ 4 ） ／／ ′′　　 約 7 ．6 c m

JJ 1 4 J J ／J － －
1 － 2 m m の 茶 、 薫 、 臼 の 粒 を 多 く含 む

浅　 黄　 橙

（7 ．5 Y R 8 ／6 ）

橙

（7 ．5 Y R 7 ／6 ）
／J ／／

／／ 15 11 JJ ヨ コ ナ チ
ヨ コ ナ デ

ナ デ
1 ／ 2 m m の こ げ 茶 、 白 の 粒 を 含 む

に ぷ い 武 橙

（10 Y R 6 ／3 ）

に ぷ い 黄 橙

（1 0 Y R 6 ／3 ）
JJ

′′　 約 7 ．0 c m

／／ 1 6 土 師 器 上不 JJ

ヨ コ ナ ア

ナ デ

ヨ コ ナ ア

ナ デ
1 － 2 m m の 茶 、 臼 の 粒 を 含 む 浅 黄 橙 （10 Y R 8 ／ 3 ） ／／ ′′　 約 7 ．4 c m

J／ 1 7 ／J rJ － －
1 － 2 m m の 灰 、 茶 の 粒 を 含 む

橙

（5 Y R 7 ／6 ）

橙

（7 ．5 Y R 7 ／6 ）
11 ／／

／／ 18 ／／ ／J ヨ コ ナ デ
ヨ コ ナ デ

へ ラ 切 り底

1 － 2 m m の 臼 、 茶 、 灰 の 粒 を 含 む

浅　 黄　 橙

（7 ．5 Y R 8 ／6 ）

黄　　　　 橙

（1 0 Y R 8 ／6 ）
1／ 〝　　 約 7 ．0 c m

／／ 1 9 11 JJ ナ デ
ナ デ

へ ラ 切 lJ 底

細 粒 を 含 む
橙

（5 Y R 7 ／ 8 ）

橙

（5 Y R 7 ／ 6 ）
／J 〟　 的 6 ．8 c m

J／ 2 0 ／／ ／J － へ ラ 切 り底

0 ．1 m m 前 後 の 茶 ・灰 の 粒 を 少 し 含 む 黄 橙 （7．5 Y R 7 ！ 8 ） J／ ／／

JJ 2 1 ／J JJ ヨ コ ナ チ
ヨ コ ナ チ

へ ラ 切 l）底

茶 、 臼 、 灰 の 細 粒 を 含 む 浅 黄 橙 （7 ．5 Y R 8 ／ 4 ） JJ ′′　　 約 5 ．4 c m

J／ 2 2 須 恵 器 寮 仕 緑 部 ヨ コ ナ デ ヨ コ ナ デ 精 緻
灰

（ 5 Y 5 ／ 1 ）

灰 オ リ　 ー⊥ ブ

（ 5 Y 6 ／ 2 ）
J／

／J 2 3 須 恵 器 挿 目線 部 一 胴 部 ヨ コ ナ デ ヨ コ ナ デ 白 、 う す 茶 の 細 粒 を 含 む

暗　 灰　 茸

（2 ．5 Y 5 ／ 2 ）

に　 ぷ　 い　 褐

（7 ．5 Y R 5 ／ 4 ）
JJ
推 定 口 径 約 12 ．6 c m

／／ 2 4
／J

襲
胴 部 格 子 臼 状 タ タ キ 当 て 板 ？ 1 m m 前 後 の 臼 い 粒 を 含 む

黄　　　　 灰

（2 ．5 Y 6 ／ 1 ）

・灰

（7 ．5 Y 5 ／ 1 ）
／／

11 2 5 Jl ／J 格 子 臼 状 タ タ キ ナ チ 1 m m 前 後 の 臼 、 灰 の 粒 を 含 む 灰 （5 Y 5 ／ 1 ）
／1

／／ 2 6 1／ 1／ 格 子 目 状 タ タキ ナ チ 灰 、 こ げ 茶 の 細 粒 を 含 む
灰　　　　 黄

（2 ．5 Y 6 ／ 2 ）

灰　　　　　 臼

（ 5 Y 7 ／ 1 ）
11

JJ 2 7 布 目 日録 部 ナ デ 布 痕

2 － 3 m m の う す 茶 の 粒 5 m m の 茶

の 粒 を 含 む

橙 （5 Y R 6 ／ 8 ）
／／

／／ 28 J J 胴 部 ナ デ ／J

2 － 5 m m の 灰 色 の 粒

1 － 2 m m の 臼 い 粒 を 含 む
橙 （5 Y R 6 ／ 6 ） ／／
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図 版



諏訪遺跡遠景（西から）

諏訪遺跡調査区（北から）
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諏訪遺跡柱穴検出状況1（第2トレンチ東西区）
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諏訪遺跡溝状遺構遺物C珂出土状況
（第2トレンチ南北区）

諏訪遺跡柱穴検出状況3（第5トレンチ）
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4

諏訪遺跡出土布目瓦（番号は図面番号と同じ）
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蟻細
17

ヽ－

諏訪遺跡出土土器（番号は図面番号と同じ）
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